
第１４０回 維持管理研究会 議事録 
 

１．開催日時 ： ２０２３年 3 月１６日（木）１6：００～１７：３０ 
 

２．場   所 ： Zoom リモート開催 
 

３．出席者（敬称略） 1２名参加 

大島、金子、久保、越田、坂本、澤田、柴田、守護、高橋、日向、柳本、中谷（記） 
 

４．研究テーマ 

今月の維持管理研究会は、２３年度のＢＣＭ活動計画の策定について、各社のマネジメント計画や 

方針策定に役立てられるように、基本的な考え方について、現状における課題などについて情報交換を 

行なった。（BCM 活動計画作成のサンプルに基づき、各社の考え方や課題などについて議論） 

 



 

５．検討内容 

■年間計画立案 

・訓練などは毎年実施しているが、長期間を意識した年間計画は立てられていない。 

・対策本部訓練を東日本大震災以降 毎年３月に実施しているが、人事異動と重なるため参加者の 

意識（やる気）に課題が残ったので、開催月を今後再検討していきたい。 

なお 3.11 は、社員の記憶に残すためにも、何か訓練などを検討していきたい。 

■社内窓口一本化 

・リスク担当部門と総務部門間において、教育訓練の日程や内容に関する全体調整に苦労していたが、 

総務部門に窓口を一本化して、現場部門との日程調整や案内するように変更した。 

・防災関連と BC 関連の訓練は、組織にとって両方とも大変重要なので、窓口一本化は良い考えである。 

  しかし多くの企業では、「基本的に目的が異なる？」 ので別々に対応・調整しており、現場部門からすると 

  何とかして欲しいとの声があるのも事実である。  

・BCM 活動を総務部門が主幹となっている企業では、現場との調整だけで済んでいるようである。 

■IT 部門の訓練 

 ・システムのクラウドが進んでおり、サイバー攻撃やシステムダウンを想定した訓練（初動～切替え・復元等） 

  については、訓練範囲・内容などの検討が出来ていないので、今後の課題となっている。 

■その他 

・グループ本社から訓練計画の立案や実施指示がくるが、スタッフも少なく十分な対応が出来ない。 

・グループ企業が合併し２年程度になるが、組織内で十分な話し合いが実施できておらず、訓練が進んで 

  いないので、今後の重要な課題である。 

 

 

 ＜次回予定＞  

 ・２０２3 年 ４月２０日（木）16:00～17:30 

                                                              以上  


